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国際陶磁器フェスティバル美濃’21は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大の影響で縮小開催となり、10月
17日に幕を閉じました。
今回もさまざまな事業を予定していましたが、メイ

ン事業となる「第12回国際陶磁器展美濃」と「セラ
ミックバレーと世界の陶磁器展～美濃焼とハンガリー
の名窯ヘレンド～」の２つの事業のみを開催しました。
第12回国際陶磁器展美濃では、過去最多の64の国

と地域から2,435作品の応募があり、厳選された178
作品の展示を行いました。
陶磁器デザイン部門審査員
長の藤森照信氏がデザイン
した会場は、やきものと自
然が調和した特別な空間と
なり、来場者の素敵なひと
時を演出しました。

セラミックバレーと世界の陶磁器展では、やきもの
の産業と文化が息づく東美濃地域「セラミックバレー」
の紹介と共に、ハンガリー
の名窯ヘレンドの日本初公
開を含む多数の作品を展示
しました。美濃焼の歴史と
未来、そしてグローバルな
やきものの世界を堪能でき
る展示会でした。
実施した２事業は現在、
公式ホームページ上でWEB展覧会を開催しています。
ぜひ、一度ご覧ください。
今回の開催に当たり、ご来場いただいた皆様、開催
にご尽力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。ま
た３年後の次回、13回目のフェスティバルを楽しみに
お待ちください。誠にありがとうございました。▲第12回国際陶磁器展美濃

▲セラミックバレーと世界
の陶磁器展




